




















































































itt●■A　声●●／■仕様特　徴ら使用できる上に速度調節は簡軍で圓滑．（最高速度制限用の調整ねじ付）特に家庭用ミシンに最適ですが　三菱ミシンに限ら宇一般ミシンにも取付けができます．電源　　電歴　100V　　電燈線　50／60サイクル速度調整範園　　毎分回樽数　　500〜3500回滑費電力　　最大　　50W小型で堅牢．　滑費電力が僅かで御家庭の電燈線か　　　　　電塵が降下（70V迄）しても大丈夫．用　途速度調整を必要とする小型機械用特に家庭用ミシンに適します．三寮電穫徹式倉砥東京丸ノ内・丸ピル2階・こ’一Fe不純物がAlおよびその合金に及ぼす影響（第一報）欠現在使用中のAlおよびその舎金あ不純物中Feによつて種々機械製作上惜んでいるため，＝，三實繊を行つたものを報告する．本項では欝造用アルミニユウム合金によリ調査Lたものを蓮べ，績いてアルミニユウム地金のFeの拳動とその封策を登表する豫竜である．名趨難所　長　谷　川武男＼，）、1．緒言アル『ミ〉ラム合金のス’クラップを利用して，小型電動機　　　　　　　およびミシソその他部品の一部を鑓鐵鏡物からアルミニかム合金錆物に轄換しているが，アルミニウム合金の不純物としてFeの影響が甚大であることはこれまで種々論議せられている．篤物用アルミニウム合金のみでなくアルミニウム地金に封しても同様であるが，現在使用中のアルミニウム合金のスクヲツプはAl−Cu−Si系とAl−Si−Mg系のこ種類でこれらのアルミニウム合金を回牧する上にFeの混入することはまぬがれない。なおスクラツプの中に取付ボルトまたはブツシユなどの鐡製部品が附着しておりこれらは解膿してでき得るかぎり取　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●り除いている．Al−Feの状態岡からFeのAl中に固溶する量は微量であるが，655°Cの共晶温度で1．7％に共晶賂があるためFeはAl中に容易に撞散されるのである，そのため使用中のアルミニウム合金二種類についてFeの含有量を鍵化させて，物理的性質と可鋳性を調査したのである．Ar＿o一鳳　●　　　　　　　　　　　　迫一喝　ぬ　●鍋　広　の　鰭　　　　鳳　　一一販　婦　侵●　c　＾●　　胎　飼　■　飴．　　　’↓トぎrr．．’xgH．1鰍1とコ�dos叉縣匹臨　一・鰍‘，7医‘目　1”【1‘on　　経5　　‘3’工‘上1／ド［旬口百　　　12　　　”‘157　　　0．■鹸‘�l139　ト　1●　　62』江1　　　04働追SL斯A1912■　　　　　　　　QlmOlr…正丁‘�b11β　1再7　■o』‘瓜●　　　o且煕芦翼劃匡04u五F杏wヨハニ．79ヤ亮も，工w・当坐」里鳴』　　　0　　　●」悟図鎧L44　　　　さ‘378ふ■2楡�g　二λ　働71ぴ，O■　　7、』紗冶5　1　46％』題，　　　x、［1膳σ�`2▲o　．　57　‘72‘　　払3，‘●●3斜x，別‘【1り財“。：川，“已上・1　《2lo●る　　　　　　　　　1、∩文　竃1い　A，櫛3習2口｛佛■■1玩きユ7　　　4』蕊‘●4　　　’■’05］5弩．　　　21巨　　　3●863η4u4‘婆臨’9◎　　　2●帖」25・　Ioル111オo　　°一　　皿‘1　2．　　go131ピ05‘奔2も冥“，　　　　」ら鳳■‘97　　　●■‘u2．試●＃　　　宣醇　　　露　　　理　　　直　　　曹三二竺鍵4＿see“　C　x　5【’「竺」竺二巴ぎAe−Si−Mロ茅　　　　515°Cx4Hr永冷　　17S°Cxln　U　bW“　、・’6　　　　一　　　　叔蹄　　　　＿　　　　叔料●　　　　亘　　　　●、＼ピAl−Cu−Si系とAl−Sl−Mg系の活用材料にFeを0．3％0，8％1．0％1．5％2．0％含有させたものについて，抗張力・硬度および衝撃試験をするため砂型・金型，によつて試強片を鋳造した・その試験片の型状については記述を省略する．可緯性は全長の1．5・rnスパイラル状の汕砂型に鏡造して試験片の湯流の長さを測Eし可篇性を比較した：鏡巣の成生状態を調査する目的には砲軍の『　　・油薩型にしてその圏i面を研磨した後，肉眼組織および顯微鏡組織を考祭した．　試料を探集にあたつて鋳造温度は720°CとしてAl−Si−Mg系合金はNac150％NaF　50％のフラヅクスを一　「’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1用いて改質し第1表に示した温度をもつて鯛理を施し　　、，t（その饗化も併せて試験した・試料の化學分析結果は第2表に示す・3．試験結果a．抗張力試額および硬度試駿第3表に砂型と金型より採集した試験片各四本宛の干均敷値を示す．　　　　　　　　　　　　　・b．衝撃試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1第4譲に金型より採集した試験片三本宛の干均数値を示す．砂型より探集した試瞼片は敷値の不同があつたため省略した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　（157）　　1　　　　　Ldi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1”へ・�b：i�d・1ジ『・トヘノき　　’♂占ト　　、トトr、；　　　’�gノ　’1−　，，‘ご｝・1］；／’lfiiK�d　　、t，、，st也　，鍵悟←F〈i∵竺1�n章�n1轡轡轡�n轡璽埜璽11�d”い　　th‘：“1’二丁“」4t、，　　1L，JF〆ト！Slε、　　　＼　tSs．　｝ド←1し〆〜；ttr巨亀手ン9らi与己klt■創一伽一＆　祭　　　　　　　　AI−9一晦　亭節遷の鰹　魅励卑鵠＼　　　　　田法の倍憾魔声後■�A含有景�sぜc�u　　k�I’プF6＼の含有　！k卿cm・k宮四lem°PeO3罵o勘oo85’　F603路1　　　0254ozgoF．08嘘04920180F・・8駕：　・5口0】40’Fb　10％0星83O“0F610駕　　　　0川6o頒6昏15％《）253O‘70官elS駕1　　‘順7OI10F92、O％015》0≧20Fe　20％　　　　｛L288oo99苗四玲’　　Aいc・　s1弄Al−b，−v8　辛合布｝e量泌造の梧熱宜円後含XIF・量簿迭の倍が慮珂後lFe　O　3％xl（レ石487r11，・トrn　　　428F？03％κ1G4487hl　人川　　3』3FeO8％501　　　　　　工37一FeO8％519404F“10％517　　　　　　441F●10％〜27A43Fe　15％53545LFe　15名　　　　’522444Fp孕κ5η498Fe　20％587399●　　　五　　良｜3025　　斗克20’　張、　力　胞綱5／　　ノ0’A　　寡tlzz贋・・��鵬60、1　　禦゜識15。竃援4°α初�p　　2　（158）　　　　　、　　∵L’a撫e一一一一一砂型錆造の侭　一’一一砂型銅虚理後　　　　金型　　　一・一一金型　At一烏奇系　　　　　　　，tl‘一δt−Ms系’＼＼1’●■・＼へ、、、⇔．●■”｝一⇔●＿一．・，”二・、、一s、・1＼03　　08∫0　　／5　　20　03　　0δ’O　　l5　　20　　　　　　　　　へ含有Ee％KH　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　s　　　第　’1　　圖1含’n““Ee・r−→、＼舟si●1，’　　　　　　、　　　　　■　／000↑湯50θ流の長？　／00mm　　−　　　　　0．3　　　　0δノ．0　　　　／．5　　　　20　　　　　’　”　　e含有Fe％一一→　　　　一　　　　　　　　　　　第　　2　　圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　嘉眞第　1　ム1−Cu−Sl系　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　・　　　　　　　×100　　　　　　　　　×300　　　　　　ばパ入　　　　　ノFeLt’“、＼、、＼＼，’’＼、ノ＼／、＼♪＼、＼＼A＼o・8％簸　　　噺　　　　　：’　　　鳶　　　　　　　〉t　Fe1．0％L　　　　　　　　　×100ヒ　　ひ　　　　　　　　　　　　　も　　　　　パ　　　　ボ夢∪ン咋バ箋、パ�K，　・　s量：：ξ爆�n、　　　　　　　　　　　　　　　　ぐグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メパ　　�kごt、　・、ch賠タ巡∨∵ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←�c為咋、　　二　．。。　　　　一・・：　　　　’“zf“　�dttPt　，＼＾：　　　　　、　　　、　　　∨弍　　　♂　　　　　　　t　　　　　　　．　　く．、写．・f，　’gs　9　pat×100　　　　　　　　×300�d穣�j’ξざ　，　　　　　　峯　・∵　　に環ぷ・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）メ　　　　　　　声電機・VOL・22・N・・6・1SC8　　　　　．　　　　　　　　　x300　’t　　di　　　　　　　　　　　　　　　　．t．籔�k＼＼／・’熟一�d頴∴　　《　　　　　　　　　　　　　k　、　撚、警慧題�堰B・〉　�c綴’t　＋t　　モ　　　　　　　　　なふウ，、　�_羅・ご　　†　　　　　　へe　、　　　　　∵　バ　　・　　　ノ　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　，　ト　　　　　・　　　　　　！　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ一遮．＿恒こ＿　＿　：　　　　　　　　　、‘j’11〆wLjtrs・　し　9　　Lrx　　　　　　　　　　　×100　　　　　　　×300「一や、一一ft　　　　ぺ阜・．匡　　　　顔　　　　　　t繕rlど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト蘂彩　　　　　｝　　　　・　　　　　　　ら　　　F　　　袴　　　ソFe　l　　、　　：�d，　　・2％�d・＼ξぱ　　　　　　　　×100　　　　　　　　　　　　　　）ぐ300　　　　　　1、�B勲巽．｛¢．比抵抗測定第5表に金型より採集した試験片三本宛の雫均敷値を示sす．d．流動性試験（可箔性）第6表に三回測定した平均製値を示す．第1厨および第2岡は以上を纏めたもので　Al−Ca−Si系Al−Si−Mg系を比骸すれけA1−Cu−S1系は抗張力と伸びは含有鐵量の増加と共に増大してゆく傾向があり，Al−Si−Mg系では低下することがわかる，硬度も抗張力と同様であつて，衝撃値の饗化は僅かであつた比低抗は両系共に著るしく悪化の傾向を生じており，流　　　案眞第2　Al−SI−H9系　　　　　　　　×100　　　　　　　　　　　　　　×300　　　　・　　　　x・蕗　　　　　　　　　　　警�k・，，，鷲zaif　　ns　aUllTzamawmx　　　＞　　　／　　　　　　　　　　　　　kt　　　　　フぜ　　　　　　　　ヂ　　　　’　u　　　　　〆　　ヱ　　　ぷ　　　ゲへ　く聯・隠醗含有Fe08％綴×・100轟灘饗幾磯縫獣　　　　　　　　　　　×100　　　酵�kゼ念　一　〆　　　お　　　　　　　ヤ　　　や　　　　ま．　　　ぐ1”　■‘＼1覧�f｛竪，パき藁　、　礒　6　　　．　　　　　・　　　　　　�fピ　　　限　　　　　　　　一　　　　　　　　w　　　心由一　　　　　　一　FeFe×100×100　　　　　　　×3bO鱈櫻　ぷ×300’×3002％LEe不純物がAlおよびその合金に及ほす影響（第一報）・長谷川×300（159）　3’、　　　　＃眞第　3　AF　Cu　一一　Si系大藻申凝固　　　　　　　眞空中凝固含　有　FeO．3％　FeO．8％＼Fe2％　含　有　FeO3％駕眞第4大氣中凝固Al−Sl−1n9系　　　眞空中凝固r　Fe1．0％　FeO．8％　Fe1．5％4　（169）／　Fe10％：三菱電機・V「OL．　22．　｝「o．　6・　1948’’、Fe1．5％Fe2．0％動性においても爾系共に悪くなるこの職は篇浩上とくに重要な問題である．4．顯微鏡組織および肉眼組織　　　　　　へ嵩眞第1はAl−Cu−Si系，鴬眞第2はAl−Si−）　g系の顯微鏡組織を示す．Al−Cu−S系は含有鐵量が0．8％以下ではFeの化合物の存在として確認されるものは僅かで，Fe　1・0％ではAl−Fe−Siの三元化合物が析出しており淡色の針状結晶はFeSiAbど到断される，また黒色の丸味になつているものはAl＋Si＋CuAlL・の三元共晶として存在して，Liる．　Fe　2．2％含有の組織で卍字型になっているものはFe＋Mnを含む特有のものでFeA］3に’Mnが添加されるとき針状結晶は卍字型に攣化するものである．鷲眞第2はAl−Si−Mg系の顯微鏡組織を示す．組織の中白地は初晶のAlで暗青色はMgL，Siの化合物である．また荻色はSiで針状に析出レているのはFeA1：」である．顯微鏡組織から爾系合金の含有鐵量の饗化を調べたがAl−Si−Mg系では一般にFeAlsの析出は大きく，両系を比較すると相當の差があつた．駕眞第3・はA1−CUrSi系　駕眞第4ではr　A】−SトMg系の鎧巣の成生状況を考察する口的で肉眼組織を示したものである，凝固方法は大氣中と賃空中で行つたも　のについて比較したが眞塞中で凝固した理由は低睡下に第　　3　　圃おいてガスrk　’一ルの除去ができるかを凋べたもので完全に除去することは不可能であつた，また爾系の合金が含有鐵量の堆加によつて鋳集は次第に多くなることが認められた．5．確性試験現在篇物として使用している電動機肘軸承の實膿について強度を測定した結果を第3固に示す，聞中試験片を探゜集した位置に抗張力を記入してあるが抗張力試験片は長　さ50mln．厚さ21nin．標纈阻離20Mmvの板球のもので、　あつて試験後の伸びは全部0％てあつた，この試険材｛ま＾Al−Cu−Si系の含有鐵量1・3％のものを錆1造のまま行’つたものである，この結果から強度的には使用可能であ　ると考察する．　一6．結言試験結果から見て鋳造用ア！レミニウム合二金に圏するFeの影響は次のように要結することができる，まつAI−Cu−Sl系Al−Si−Mg系について共通である鼎から述べると次のようである．　a　可嘉性はFeの矯加によつて甚しく悪くなる・　l　b比低抗もa項と同様甚しく悪くなる・．　c　鋳巣はFeの増加によつて多くなる傾向があり，　牧縮も同襟である．爾系の相違した騙を遠べると，・抗張力試陰においてはA1−Sl−Alg系はF・の暦　加によつて敏感に低下するが，AI二Cu二Si系はFe　の壇加と共に強度が大となる．　d顯微鏡組織によればAI−Si−M9系ではFeA13がFe　1．0％の含有量で認められた・以上の結果から含有鐵量の少い程アルミニウム合金には適切で騒が現在のスクラヅプ事情から見て許容含有鐵量の最高仙は1．5％でそれ以上は可薦性からも不可能どみられる．　　　　　　　6　　　　　　　　　‘Fe不純物がAトおよびその合金に及ぼず影響（第一報）・長谷川（161）　5　　　　　　，”〒’＾　　　／　’i，A．｝ゾ∫品屯ら瓢冷藏、庫のて9準駐軍向MR−150型家庭用電氣冷藏庫の憂遷とその製造工程を論明したものてある　　　　’きる、までN　　　　　　　小名古屋製作所　　　　　　　樋林　憲　太　郎口　　幽光　　政1．緒言＼MR−150型家庭用電氣冷藏劇酪職後進駐軍の需要に　より當所の生董部門の一翼を捲つて新らしい獲足をする　　ことになつた．　これは昭和12年の日華彗櫻當初に製造を中IE　Uた前の　1−1型またはML型の箪なる復活でなくて型式も異りし　一かも進駐軍家庭を封象とする所に根本的な鍵貌が認めら“　、れる．しながつてこれに附随する事柄の一一切は進駐電の　要求と指示とを主膿にしているわけであつて幾度かさま’”　ざまの鍵遷を経て來たのである・　　　　　　　　　’電勤機圧縮欄　アンロゴ≡強分萬�k凝結棋第　　1　　圃　　この電氣冷藏庫は今日までの三ケ年實に幾多の困難と飛　　躍との交錯した目ま苦しい成長を遼げて來たのである．、・　　　昨年12∬他就に魁け月蓮200墓の實績を翠げ初期の目　　標を達成しさらに新開襲の密閉型の生葦も順調に計書さ　　れている．萬事不如意の現段階にもかかわらずこの電氣’　　冷藏庫が→殻市場に進出し吾々の家庭生活を明るく豊か　　にする日の早からん事を念願しつXこれが生産に努力を　　傾注している．2．改造の足跡冷凍作用を得うには色々の方式があるが家庭用冷藏庫と6’（162）して採用されている方法では冷甥枢縮式のものと吸牧式のものが普通で我が國においてはほとんど前者の方式のもののみが製浩されている實状である．堅縮式電氣冷藏庫では使川翻しろ嘩縮機とこれを顕動する電動機との結合において雨者が全く別個に組まれていZ随放型のものとこれ等が・一禮となつて或るケーシソグ中に組立てられている密閉型のものとがある．MR−150型電氣冷藏庫は閉放型に圃するがこの式のものは各種の操作が簡阜でしかも故障箇所の護見が容易なためサービスの黙で最も都合のよいものとなる．ただし軸封装置を持たねばならぬことは決定的な弱賭である．これに比して密閉型の　　電動機　　　圧縮機　　　液溜　　’　，　　　　　　　　第　　2　　圖ものはケーシソグ申に起つた様々の故障に当してその都度工場修理を要することになるが材料その他の瓢橡を充分にしておくと開放型のような不都合は杢く感じられない．進駐軍家庭を鞘象にして充分なサeビスに重誤を置かねばならない立場から當所1こおいてはまつ第一段階として開放型の製浩から着手したわけである．さてこの型式のものも製作當初から進駐軍當局の指示や按術的要求があり色々の改浩が逐次實施されて來たのであるがこれ等の内の主要なものについてその縫遷を辿り弐に述ぺる（冷藏庫はこれが主禮となる冷凍装置とそれを納めるキ三菱電機・VOL，’22．　No．6・1948／、●温度調節暑L電重力機　　　　圧系宿機　　　　　液〉留　　　　　　第　　3　　圖ヤビネツトに大別されるがここでは冷凍装置に劉する饗遷を主にしていることを附記する）．　ア．第1優は製作踊始當時において實施されていたもつとも古い型のもので昭和21年8月まで造られていたものである．圓中アソローダーは始動時における瞬闇的高墜を電磁式操作により低駆側に導き起動を容易にするものである．油分離器は冷媒と混合している舳を分離するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5圃　　　　　　第6圖であつて内部にはi真鍮切削屑を納めてある．冷媒制御用1としてフロートパルブを設けまた電動機は］t4　HP分相型のものであつて，使用された銅管はすべて］μ”の寸法のものである．　イ．第1段改造この段階におけるものは第2園に示されたものであつてアン・ローダー，油分離器が坂除かれ新らしく液溜が設けられた．この液溜の下部には高堅液冷媒が蓄積されこれがフV・一トバルブに導かれているのCある．電動機は反援型のものに改められたがその他の鰭に闘しては以前の電氣冷藏庫のできるまで・小林・樋口vx≒，ノT−’�h，）　　　　　　　　第　　4　　固ものと愛化がない．これは21年12月ま．で實施されていた．　ウ．第2段改造改浩はさらに進んで第2段階に至り22年2月まで實施されたものであつて凝縮器の容量を大型化しまた氣化磯　、内の配管を前の並列のものから直列式に改めかつ低塵側　・銅管は太くして惰”のものにした．墜縮機に使用されていたパルガパ7キソグをメタルパツキングに憂更して冷、媒や油の作Ajによる繊維の分解の不都合を無くした．更らにこの堅縮機の頂部に取外しの自由な操作穿を設けて一t・’一ビxに便ならしめている．第3固はこれの改浩當時のものを示す．／　　　　　　　　　　　爲眞　1　エ．第3段改造22年2月E降現在までのものを第4圖に示す，まつ冷　．・媒制御用としてのフn　一・’トバルブを毛細管（内径0．7粍），に愛吏したことはもつとも大きな相違である．この方式のものはフロートバルブに比し故障が少く操作が容易で纏濟的であるが脛が極めて小さいからとくに異物による回路のpasll：に注意しなければならずとくにストレーナ・一を設けてある．これはフエルト金網によつて異物を喰ひ1i：めると共にさらに吸灘翔（シリカゲノLl鞠化カルシウム）を併用し乾躁器としての役目も果たしている．アキ，ユムレーターは毛細管方式に附随してつけられたもので‘、（163）　71x▼f’霜眞　2嬬眞　3’　　　　　　駕眞　5あつて停止時における高匪側液冷媒の返戻したものや油を溜め起動における匪縮機の故障を防いでいるのである．この改造においてはさらに進駐軍作業者に直接便ならしめるために操作穿のネヂはすべてS．A．　E．のネヂに愛更した・また氣化器に扉を附けて禮裁を良くした．　オ．，iキヤビネツト窺眞　7篇眞6キヤビネ／・yトについて簡単に説明するとMR−150型に引績き8月以降の生産に豫定されているMR−200型は丙容積を大きくしかつ外観は流線型に改造して面Hを一．新している．第5園および　6圖は夫々MR−150型MR−200型の夕｝形を示しまた寸法は次の如くである・　MR−150型　　　MR−200　型一高　市一奥行　．’nM’巾一一奥行．1390×690×620　11465×740×680　　、786×516x385　　　830×580×4155・5　ft：s（’＝o．156ni’：i　7　ft3（＝α2nの鷺眞　4＃眞　8＿　’Pt　一一liLヤピネットなどの順を追ひ製作の模様を窟眞によつて説明する．　ア．塵縮機冷蔵庫の心臓ともい5べき匪縮機の本彊および附属部品について述べる．　（1）．機械作業窮眞1は厭縮器の外麗であるがこの組立重量は20’、9あつて各種ボルトはいつれもNi−Cf鋼を使用している・鋳造にあたつてはとくに黒錯の粗大化が防止されなければならない．外　型　寸　法内　　容　　積3．製　造　工　程前項の2−−1：の冷凍装置に關するものに尚して座縮器一・凝縮器一　ストレーナー氣化器’一一湖度調節器一アキユムレ＃　眞　9竃8　（164）　　　ゴ三菱電機・VOL　22．　No，6・1948’、’、　　　　　　　　い‘嵩眞　10霜眞11篇眞　12套9眞　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴬眞　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篇眞　　15　爲富2はt〜リシグ加工の一例を嵩眞3はt’リンPt“　e．　ボァーのFine　Boring’の模様を示し駕眞4はこれが　Homing作業を示したものである．クラソク軸を支える　軸受は正しく芯の出ていることが必要であつて鷲眞5は　この槍査状況を示す．　塵縮機本禮には穿板が取付けられこれに吐出班と吸入沸　とが夫々2枚宛組まれるわけ一あるが駕眞6はこの排板　の組立品を示し爲眞7はZF面研磨機における加工の様子，　を示している．クランク軸は材質が強靱で磨耗の少いも　　　　　　　宮眞　16電氣冷藏庫のできるまで・小林・樋口　　　　　　　　　　　　　　　　！のが必要でこのために芝炭焼入歳理を施しているが窮眞8は硬度機査の一例であつて硬度としてはHs　80以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、を標準としている．　ピXトソの寸法は直接塵縮機の性能を左右するものであるから特別綿密に測定されかつ最適の状態におい←とシリジダーに組まれなければならない窺眞9はこの寸法瞼査の一例である．以前にピストンリソグを用いたこともあるが現在はこれを使用していない．塵縮機における各部晶の組合せリミツトの適否と水ZF蓮動軸と垂直蓮動軸篇眞　17篇眞　18（165）　9‘、／・�d　�_’f’’●、嘉眞　19灘みアコ　　ぷ　け　＃眞　201．・s）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窺眞　22　　　との角度の結合の良否または摺動部　　　め重さの釣合いや遊びの寸法など等tt．．はその働や蹄に大きな影響を與雲：で�_・1．　えるものであり特に騒音に關してば　　　一段の注意を擁つて製作している．・　　　鳴眞10は連接桿における上下爾軸　　　の干行度検査の模様を示したもので　　　あつでクランク軸とピストソの圓滑　　　な蓮動がこれによつて保持されるこ　　　：　　へ　と｝こなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹眞　23　　　　（2）　組立作業・　、　　　組立工場ではまつクラソク室本禮にクラソク軸を取付け　　　これにピストソ蓮接桿の組合せ作業を行われる・この際　　　とくに注意することはクランク室の肌の清掃であつて，　　　鏡浩の際の鏡物砂が肌に喰ひ込みこれが運轄中に不測の　　　1故障を惹起することがあるかちである．・霜眞11は組立　　　工場の一部を示す．堅縮機はまつ窺眞12に示すよ5な　　　荒組立によつて蓮動部分の組立を行い，これに辮板や軸”t　　封装萱を取付けてから性能試翰を別個に實施して醐1な　　　麟搬たものでなげれば使用されなLのである・　　　＃眞13は班板に吐出辮を取付けているものを示す・辮110（166）竃眞　25．、　．　sc　tt；◎＃眞　21干　　�`　　　　　　　　　　　　篇眞　24の寸法や仕上の程度およびこれが排板との當りの良否は直接に吸入駆縮性能を左右するがら，その作業はとくに慣重を期している・すでに第2項において述べたように開放型塵縮器では必然的に軸封装置を持つことになるがこれが不具合のために油洩れを生じそれに俘つて冷媒の流出と云う過程を生ずれぽ冷凍作用を阻害することは甚だしい．現状の経瞼によればこれの故障がほとんど総べてSL“あるといつても過言で（まない．この部分は境界油滑における軸受の問題となるのCあるが油の性状やクラソク軸と軸封装置用合金との材質的關係，二面の仕上程度などが大きな要素をなしている．篇眞14’は軸封装置の組立ノノ寓眞261『べ’　．A’　t・寵眞　27E菱電機・VOL，22．　No，6・1949‘s’e＼ノ＼、r’：・言∴霜眞28嵩眞　29　　　　　　　窮眞　31　　　　　　　　　　　　　禽眞作業を嵩眞15は相手となるクラソク軸のラッピングの轡を韻16は軸鐡醐後の，h；llVEIを夫・示したも、のである．鷺眞17は堅縮機性能試瞼の装置を示す．冷藏庫におげる潤滑汕としての冷凍機油で問題となるのは粘歴や凝固胎であるがそあ他使Mj冷媒と化學的反懸を容．易に螢むものは不可である化學的安定度の良否は原油そのものに支配されるごとが多くこの賂で國内産のものは進駐軍使用のもの，に及ばぬ籍が勘くない．冷凍機油としては國産300＃油を使用してゐるほかに進駐軍放出の　　　　　　　　　　　　　　　　　ものも併用してい寵眞　34電氣冷藏庫のできるまで・小林・樋口る．駕眞18・は冷凍機油貯蔵の模様を示し使用に際しては潔氣の浸入を，極力少く1るようにしている．そのため油は必ず脱灘器を経たものを用いる．圓ミ縮機としての場合のテストは鷺眞19の摺動s＃眞　30●Lttl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�_変　・“　　　　　　鷺眞33　　　　　＜・試撫ある・この避樋グ磯W冷凍鑓幽茸一るわけである．・イ・凝縮器　　　　・　　　一，　　　F冷疎は氣化器を去る時熱を吸牧しさらた堅縮機によつて蓮轄による熱勢功を得るが凝縮器はこれらの熱を室冷し，て放出するわけである．鷺辱20は凝縮器組立を示し寓・眞21はこれが水堅試験の状況である．使用駆力は15氣h，堅を標準とする．凝縮器は使用中塵埃を吸引して放熱を．害しためにその敷率を低下するから使用に際しては随時顯槍しなければならない・　　　　　　　’．　　　‘　　ウ．ストレーナー，アキユムレーター鴬眞22はストレt一ナーの外槻である．’これは中に金網　t，とフエルトを納めかつシ、リカゲルを同時に用いて腕灘作用も行つている．　　　　　　　　　’　　　　”　＼　　アキュ返レータ三は寵眞23に示すものでストレーナe，とぷ似ている・これは停止時1こ高墜液冷媒の溜りと油溜りとなりさらに冷媒の或る程度の過充揖の際の液溜ともなる．毛細管方式では回路に塞止される部分がなく通じ合つているので停止時は當然高塵側の冷媒は低堅側に移動するためζれによる起動時の故障力き多い・アキユム　レー’・Pt　・一によつて絶えずガス冷媒の吸人を保つよ5に操一（167）　tl｝！一�cミ’．σ．・　　　亀　　　　／　　　　1　　　　へ　　　　　＼　　，，　、ノxti等〜／ポ’巳短i・f　：li　・．〆　、．グr．　　　　　　　膓ぶ・ぎ凄ご、t　、．L噺、・i醸拍謄繍♂　　　作さ才しるのである．、　ぱ　　エ．氣化器　　　鴨氣化器の外観は富眞24の如くである．　　　．中央は棚板と構されここに氷皿が入つて　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tag　　に製氷される・棚板および氣化器本盟のス“・・　　　ポ．・ット溶接をiしてから珪卿引されるが駕　　・眞25，26は溶接作業の一例である．溶　　　接の不首尾は製品となつてから珪邸の剥　　．・’睨を招來するから作業に際しては充分な　　　　　　　　　　　　へ　　　璽綴議器P�d冷繊蹄・・慨下ぴたオ・醐・ば　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い静　　　ならない一tもし庫内がこれ以上の温度にピ寵眞　35　　　→　　　　　　｝　　　‘『　　　摯　二・霜眞　36　。こ・�d　i　　；〃｝t　　　　　、↓爲眞　37▲蘭　　　　蓄達すると貯蔵食料品の腐敗を促すパクテリャカ繁殖して冷蔵あ目的は果されないことになる．渚｛旋鏑齢氣化器醸蛾つて庫醜度を食蹄藏の安’　　　　　　　　　　　xi　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・全範園に保つように装置の運轄を自働的に調節する．そしで所望のダソヤルに從つて夫々の運韓率を保つ，のであつて篇眞27はこの外観を示したものであり感溢筒内に　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　なコ’封入されたメチル瓦斯の濫度による堅力饗化の特性を利’肌て電路を遮齢たは蝿する醗となつている．篇眞28は瓦斯封入作業の一例である．　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力．冷凍装置組立　　　　　’　‘各部門における完成部品は最後にユニッ1：として総組立される．篇眞29はその標子を示したもので富眞30のよ12、（168）寓眞詔灘灘・　．ve　　l　　　覆�d＋一�d〆・ヅ’琿　呪�l　．へ・謡tユーム箔パコルク，クウールなどがあるが當杜ではガラスウールまたはロツ・ty　”ノレを使用しているニキヤピネ・、ト｛襯立でられ方　と塗装されて美しくなる．篇眞33はラッカーエナメルード塗の模様であるがさらに中塗り仕上塗が施され純白に�f謡曇灘集ぽ芸蓋當竃鰭ぼ’’能試験の一一例を示す一　ク・’x護、　送寛眞36は進駐軍の立會試強に合格して酸邊を待つ製品の整列している状況であつて寓眞37はその内部を示す．この申には機械の試験資料や部品が納められている．寓眞38は護邊のための梱包を完了したところであるがこの朕態で250kgの重量である．梱包はそめ筋の指示によつて各地高の倉庫に塗られここで荷解きされて各家庭に据付けられる．4・詰　言．日常家劇湘・おい声氣の棚］せら癌面幽めて大きい・宮力が豊富な時期ではこれが恩恵を左程にも感じないのが常であるが色々と制約されてみるとその恵みを，’思わずにはいられない．さて文化國家として襲足した我が國においては今後電氣の鷹用をよりぼ範園にして吾々の生活丙容を豊富な惹のにする必要があるわけで，電氣冷藏庫なども此のSta2））らみて各家庭に登場する利器と思われる．近く充分なる生産がかかる面えも進出して來る1日を期待し筆を摘く．　　　　．　　　　　　　　＿●うに冷媒（メチルクロライド）を充填する前に眞空加熱される，冷凍機では睨漁と清潔とは一：大要素であるが眞室による加熱はこの日的に合するものである．愈々冷媒を充填されたものは冷凍温度の調整と各部の漏洩や異調の織瞼が行はれ寂後の仕上をする・寓眞31はそれを示す．・　キ．キヤビネット　　’　　．・冷凍装置はこれをキヤビネツトに納める鷺眞32は外箱と内箱を組み込んでいる所であるがこの外箱と内箱の問には熱漏洩め勘い絶縁物を間隙のないように詰め込まなければならないi一これにはアルミ三ク，t　ptテックス，ガラスウール，ロヅ≡三菱電機・VOL．22．　No，6・1949　　　　　　　　　　　／、”一・∵1／∵ご‘．三・∴∴∵∴”�d’∴�f，�d　　t、　　　　　　”　、　　　　　　　　　　！　　　　　　、　　’　　1’�S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　”　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　、　　　　　・　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lた衝撃波侵入時の電位　　　志津川登電所にて實施　　　’振’動に關する報告　（過渡現象直覗装置による）　　　　＼　　’　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　や　　　志津川登電所において實施した各機器の衝撃波侵入時の電位振動を母線，墾璽器，襲電機の接績された　　　責際の佼用状態において，過渡現象直覗装置を用いて測定Lた結果を報告したもので．併せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も’　　　て模擬避雷器によリ避雷器動作時め影響を測定した結果を報告Lたものである．　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　　uI　　　　．　　　　　　、、　　　　　、　　　　　　　　　　L’　1．．緒　　言　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　志津川登電所において昭和22年6月29日より7月6　　　　ノ　　日に至る間，日護近畿支店，宇治川地匿電カ所および志津　　川護電所の方々の甚大なる御援助の下に，登電所内各機　　器の實際の使用状態における結線にて，衝撃波侵入時に　　おける各所の電位振動を過渡現象直覗装置を用いて測定　　　し，母暢，難器・魏機の綜合した場合の各機器の影　　響を求め，併せて模擬瀧器iこより避雷器動作時の影響，　を求めた．献・△一△饗麟，人一△憂堅器，鍵機●　　軍濁および邊電線を通して大峰護電機の電位振動を測定　　　じ，かつ高墜側に衝撃波が侵入した場合に補助回路に誘　　起ずる電塵を屹した・な昧測定においては所酪種　　◆　　機器のサージイソピーダソスおよび接地抵抗をも測定し　　たが，その結果は稿を改めて登表するC±ととする．　　2s志津川護電所の概要志津川顧所の所丙結線ρ糎を劃圏に示す．圖中の番號はデスコン番號およ．吻瓢の翻である．な嫉に主要機器の諸元を記する　護電機C＃　1，＃，2，＃3）．　　　　　へ　　・出力14000KVA，周波敦60　qe軽　　　　軸界磁回轄型　　電堅11000V，’極敷40，回車專敷180　　　　R．P．M．　　力率83％結線人WeSlingllowse冠i：製　主憂嬢器　　　　　　　◆　　△一△獲堅器　　出力30000KVA．電塵77KV／11KV　　周波敷60〜外鐵屋外型，日立製作所製，　　　　・　　‘・2」本店生蓬技術部研　　究　　所木　　村　　久安　　藤　　安’原・　仁男二吾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、人一△難器　　出力20000　．KVA，電魅77　KV／11KV　　周波敷60〜　外鐵屋外型，EIII1菱電機製　大峰登電所襲電機　　出力10000　KVA・60　qv、竪軸廻轄磁界型　　電堅11500V，極数48，廼車專敷150R．P．M．　　結線人　力率80％Siemens杜製　　　　　　・　母線の長さ・（1相當り）　　10　KV側母線297　m’聯接ケーブル126　m　　　j　　70Kv側母線701n　支持碍子数　　　　　　1　　10・KV側　ピソ碍子　150個／相　　70KV側　ピソ碍子　’20個！相　　　　　’、　　　　　　　懸垂碍子　5蓮17基　85個1相　大峰溌電線　　　　’　　2123m（1相當り）鐵塔15三連懸垂碍子、　　　　　　　大峰線て169）　　13、r〆」v／融1�eパペぶワ�j、　ご’へ已ご．�h　　3．測電要領’　一！’過渡現象直覗装置を用い，△一一　’　　　’△酬器と護電機1墨の場合，　　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　ムー△饗塵器と畿電機2墨の場　　　合，人一△愛塵器と酸電機1毫の　　　・場合，及び△一△憂堅器，人一△　　　鍵厭器共にあり大峰護電機のみ．L’　　接績の場合，あるいぽ褒電機軍・・r「　tt濁の場合，蓬電線を通して大峰　　　の稜電機，邊電線のみの場合な　　　どb　：，Pき，一鮎より衝撃波を印　　J加した場合の各鮎の電位振動を　・　　測定した．なお各貼に模擬避雷　　　器を挿入し避雷器動作時の電位rイ．r．シ一いゼ∵�n烈・∵　�d　・　　　　　　　　　　　　　．、にわ△一△費堅器にてく囎1）1コイ・�Fより印加�G�H5009接地�塩F放　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココペ　　こ　てソニア　ペ　ロギポざロ　ふ　　　ソピ　ドぎぜベベマコ1�d∴・　：一．∵�_∴，い∴’�`�`、：．　　・、i　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．�Fよ‘」印加�G�H500Ω接地＠解放　　　　　゜　　　　　�I�J�KS�urgεabsorber　O．5PtF　3コ［警調‘値　　．期’％　　　μs．100’一一79　・　　　　　　　　　　　　　　｝；：1・2　　　　　　　　　　　　　　　霊一　　　　　　　　　　　　　　　…；：8−　　　　　　　　　　　　　　　　bり⌒’．振動を測定Lその影響を求めたロ．�Fよリ印加�G�H5009接地　　　　　　　　　　　　　　　　＠旛放　導雷器挿入�F4．測定結果に劃する考察”　　　　　　　　！　　：麟三蕊を第2圖　　i雌オツシ・グラムにおぽ．　一、。。巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘11：；、28、∵讃：麟離謡；」⇒’x鷲麟撫�f…第襟，イ，　　　た場合の印加波の波高値を100　　　　　　　　　　　　　　‘’／　’％とすれぽ10・KV側電塵が22．5％以上1となれば低ge　　器を挿入し　　　側は危瞼なのである。このよ5な考えの下に以下考究し　　　た場合はイ　　　「た．なお印加瞬時の静電的誘導は測定線の影響があるの　　　に比較し各　　　で今回は考慮しないこととし，ρ主に電磁的誘導を封象に　　　瀦の電位は　　　橡討した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少くなつて　　’　〔．1〕△一△鍵塵機に登電機1墓G＃1接績の場合　　　いる・使用　　　　　　　デイスコソ＃7，＃　25，＃26，＃41開放　　　　　　した模擬避金’”　イ゜�Fより印加菖）�H500ρ接地�S解放の場合は�F　　　雷器は動作i’11i劃＝麟�f�f鷲鷲；　時間に翻し　　　　褒電機の中性瓢�Gを接地した場合と解放にした場合の，　　　攣化は認められず・これは饗麟の高摩側より見た時　　　，は，褒電機のインピーダソスが低いために影響がない1∵の鰍，輌，。＿＠開虻�Fに踏．　　　　14　（17Q）　　　　　　　　　’　一波高値％1100i63．6　　　　　　s周1　・期！μs，　5．15　当　　　　、＿。。戸司　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ�Fより印加�G�H・500Ω接地�O�J�K500Ωにて接地（＃　21＃　22廃放）尋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　：，i1　：・　li　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　［　　　‘　　　　　　　　　　　　100‘　卜＿一．−vl。。｝｛｛1　tU＿一．　0　　　　50　　　／00　ySホ．�Fよ∪印加�G�H5009接地　　�I�J�K解放（＃　21，＃22開放）　，i�M　，i　　　　　　　　　128　　　　＼　　1　，⇔＿＿　：12．5　　　　　　26　　　7．85慧3°1　　　−5．11　　　　　　　　｝　　　1　』’1［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i1　　　　　　　　　　　　i．・　’．6⊥�l．：｛1：6，§1＞−cll：；，。！　　　　　　　　　　　　叉畠26，。OPI　5。　，。。”。・があり，遅れのない優秀ts’ue雷器であるなら立上りの静電的誘導も少くなると思う．　ハ．イと同様にして�I�J�K｝ごSurge　absorberとして0．5μFを挿入した揚合，低魔側の静電的誘導は全然表われない．しかし電磁誘導は（イ）と比較しそれ程少な，くならない．またS町g右’absorbe！を挿入すると低堅　　　　　　　　“t　　　　　・　　　　　　　　　。　　　　　　　　E菱電機・VOL．22．　Nd，6・1948二1『『’t・　　’丁臥口：t・・t・・“，　−tSt：F・：71．i：i・i．k7　−F’“，�F�G�H三相一括印加�炎J放　　’　　　　　　　　　　へ嘉⇒駕：　　　％　μs　　．　　　1　　　　　23　　　　　　　　　　　　　　133，　l　　　　　　　　　　　　　　l　　l‘　　　　　　　　　　　　　　！38．61−‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，一ユ＿＿。⌒ゲ・　x・　’X°　　　　　　　・　　　　　u・　　　　’　　　　　、べ1・c””x�db．　C【D　入一△塑屡器に就世（G＃2）1コイ．�Iより部加’�S�S5002接地�Q開放　　�S蘭放　　　Rs　＝〆ooコ2　　　　1波1周1Cぶ：＝O．O／、5メiFRe＝2／00’9N　　　AI9窟期1％．μs123．0−1十　　　　　　　：F．�F�G�H三相一拒印カガ�P開放　�F�G�H避雷器挿入　　Const同上’　7894．．一一‘sc；一．Lu＿山」＿i．：“．一＿LrO、　　50　　’00・μ5　　　　　　　�d麗126ミ　　ー42．323．0；一kt−．“1−一’“100」’　　Ii‘’1：1：5・ト1　　　．』6：；‘70：潟56　　　　　　　　　　　　　鵠157ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　’14．7　　　　　　　　　　　　　　−「一）一．一一＿．＿！at−．1ロ…　　　　　　　　　　tOOAS　0　　　　　　50糠2園（ロ〕側は完全な短絡接地の状態となり印加波が全然異り，100μ8附近に約60％の振動を生ずるがこれにより高堅側に危険を及ぼすことはない・要するにSurge　absor−berは一線より衝撃波が侵入した場合には別に必要を認めずかつ高堅側の保護にはならないのであるが，低塵側の静電的誘導を除去することには敷果がある．　＝．ホは�Fより印加して�G�H5002にて接地した場合，低匪側の�O�J�Kを開放し惣場合と�I�J�Kを500Ωにて接地した場合とで，低塵側の母線と褒電機を切り離し猷態であり・實畔撫漫電機の接績されたイの場合と如何程鍵化するがを調べたのである．イ，二，ホの波形を比較すると，低堅側を500Ωにて接地した場合は，むしろ低駆側を開放にした場合に似ている．これにより從來壁堅器の衝撃試験に遮側をSOO．9にて接地して試験する場合が多．L・がこれは實際の場合と大分異るζとが解る．これに附随して低感側のサージイソピーダソスを實測したのであるがこの場合は約609なる値を得た．　ホ，イと同一結線にて低匪側母線にケーブルを接績’したケPブルの長さが126m程度で登電機のCapacityに比しケーブルのそれが小さいので大した饗化を生じない．（オシロ省略）　　　，・�dSl1ご・∴』弓�n・s岬・　　　　　　’’　　”　　1ゼ：　へ．�P�G�H竺相一括印加　・’・�P開放の場合，印加波の約　　、25μ8附近に133％の電位振動を生じており，低塵側は電磁的誘導がほとんどないのは當然であるが，静電的誘導は約40％程度の電塵を示している．印加波の133％の電位振動は，過渡現象直覗装置内部のサイラ　　・　　　　　　　　　　へトロンが反射波に甥して大なるイソピーダンスを有するために生じたものと思考される．低塵側の静電的誘、導は測定線に直接入る誘導も加わつているのでその絶髄値は不明であるが，相當に高いものが出ることが想像される．　　ト．はへと同一結線において印加瓢に避雷器を挿入　　’yした場合で，25μS附近およびそれ以降の振動は抑堅されて扮保護しているが，，鰹側の糎白勺瀬瞭、∴　張り大きい．載断時間に遅れのない優秀な避雷器を用　いたら低塵側の静電的誘導も抑えられる筈である．．．　　ト・�F�G�H三相一括印加にて低塵側にSurge　a戸sor−　berを挿入した場合は，ハの場合と同様低塵側の静電　的誘導はなくなるが，高堅側の波形には愛化がない．　（オシロ省略）’以上要するに△一△愛塵器と襲電機一藁接績された場合には次のことが得られた．．すなわち　（1）’一で線より衝撃波が侵入して來た場合は，到來波の高値に耐え得るならば異常振動により破壊される危瞼はない．　　　　、　　　　’　（2）三相同時に衝撃波が侵入して來た場合は高塵側低嘩側共にかなりの振動を生ずる．　（3．）動作時間に遅れのない優秀な避雷器を用5れば高駆側，低墜側共に充分保護できるが，避雷器に動作時間の遅れがあり信用ができないなら〆Surge　absorberの必要を認めろ・Surge　abSf・rber（ま青電的の誘導を除去す’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1るのに敷果がある．　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　（4⊃母線，護電機の接績された低駆側のインピーダソろは低く，約60Ω程度にて，5009にて低塵側を代一表するのは大なる誤差を生ずる．．志津川襲電所に4（實施した衝撃波侵入時の電位振動に闘する報告（過渡現象直覗装置による）木村・安藤・原（171）」5　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　，・｝”1シtベンソ　£Li〉　　　　　　　L　　　　　　　＼、　〔II〕　△一△憂墾蜜器に董ぎ電機：二≡豊接績された場き合　この場合は登電機が二墓のため〔1〕の場合に比し低塵側のインピーダシスが低くなるので50μ8以降の波形が、稽々異るだけで〔1〕の場合と大した憂化はない．　〔III〕　人一△墜璽器に護電機一墓接績された場合　　ディスコソ＃　13，曽26，＃　28，＃　33，．＃34，＃　42、開放　イ・�Rより印加�S�S500Ω接地�Q開放�S開放，この場合も別に大した異常振動臥�Lより印加�M�N5002接地は勘られない）b・sサージ　卿�S卿接地（善23，菅．24融）　　　プル’フ型であるため，△　　　　一△饗墜器の場合に比じ波　　　形は全般的に乏F滑である．　　　　�Sを撫也にすると�K籍か　　　’らの負の反射波のために，．　　　印加波が開放の場合より速　　　　く抑えられ，�S�Sの波形も　　　　異るが低塵側の波形には影　　　響がない．　　　　低魅側の母線および護電　　　機を切離し開放にした場合　　　　と，低堅側を5009にて接　　　　地した場合を，實際母線お　　　　よび登電機の接績された場〆　　ノ’合に比較すると，△一△饗　　　　塵器の場合と同様5002に　　　　て接地した場合は低堅側開　　　　放の状態に近く，衝撃試験’　　　　の際憂塵器の低睡側を500　　　　Ωにて代表することは好ま　　　、しくないことがいえる．ま　　　　た低歴側にSurge　absorber　　　　を挿入した場合の影響は，　　　　△一△墜堅器の場合と同様　　　　二次側の静電的誘導がなく　　　　なる．’　　　　　印加賂�Rに避雷器を挿入　　　　すると印加波は勿論抑えら　・　　れ，申性瓢�Kの電位もRb＝　100　Q　　Csニe．　OlpFe＝4．4KO　　　　　3Chokeの役をなし局部振動を生ずるためと思う，�Lより印加してC．T．モP．T．のこ次側の電位振動を配電盤裏で測定したら，約4ny5％程度の誘導を生じており，相當危瞼である．しかしながらこの場合測定線が約50m程度あるために測定線に入る誘導も’あるため絶封値は不明であるが，i％としても高塵側に全波電匪400KVが侵入した場合は駕Kyの電塵を配電盤　　　　　　ハ・�R�S�S皇相一括印加　　　　　、　　　　　　　　�Q開放一�S開放　　　　　　　Rs＝100ρ波　周高‘値　期％　μs：100一一．tW．EL．a一嬬〇　lO　　20　3040ッS101　−118。2　　　　‘＿4．55．　i　　　　　　　　　　　　｝ll109｝一ヒ　　　　　　519．14．5511Al36．4ミー5．45り　　　　　　　　10．0t第　2　回　（ハ⊃　　　　　　　　　　　36．8％　th：17．5％　と糸勺牛分に’抑えられる・低堅側には大した憂化はない・．　　臥�Lより印加�M�N500Ω接地，�S�S�S500Ω接1地（昔23，＃　24開放りの場合．tg�Rより印加．kた場合と　ほとんど鍵化がなく，P．T．，C．T．の影響はほとんどない　　　　　　　　　　　　コ　が�L，�O，�Rを比較すると後になる程小さな周波敷の高　い振動が，立上りの部分に重盤され波形が尖り氣味に　なり，波高値も高くなる傾向がある．これはC．T．がf6　（172）、Cs＝0、　Oi5，PtFR6＝’200Ωη�S�S．悟、9！波　周高値　期％　μs…一1　　　　　　　　　　　　　3．58　　　　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　　92．↓ユ＿、鼎ミーL＿、8．，：　　　　　　　　　　　　　−4．7＿LL」一0　　　　　　50　　　　100　　　　　　　　　　／uS　＝・�R�S�S三相＝括印加�Q解放　　　�S避雷挿入．c。nst同上�S�S　　11100，一29．8　　2243．5ibe．28L＿甥0　　　　　　50　　　／00裏に生ずることになる．この酎電盤裏に生ずる電匙は再び別の機會を見て鏑測定法により誘導を除き測定する積りである．．しかしこの實瞼より推察されることは屋内より電線を張つて屋外作業をなすよ5な場合は接地を屋内，屋外共に充分取つておく必要がある．　ハ．�R�S�S三相一括印加　�Q開放　�K開放　この場合�Sの電位は92％で低塵側にもかなり高い電塵を生じており危瞼ではなかろうか．印加黙に避雷三菱電機・VOL．22．　No，6・1684、／■6・一二∵二・：鱗竪競でし曝∴�d�k∵で“1’�f∵v　　　　＿．　　　　　　‘　　，　　　’　t＝L”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　、」〉　　　−　　t　　　　　　　−　　　　　・　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　．　　N’　〆∴　1’−t　　　’　，tt器を挿入すると⇔の電位は約’10％程度抑見られる．　　　（4）「　＝．ハと同蘭こして�Kに避雷器を挿入すると，中性駕�Sの電位を約43％ーに抑えることができ，中性鼎に．　堅器を作り得る．避雷器を挿入しておけば，中性驕の絶縁強度を1’1／百　　　　（5）（58％）に低下しても充分であることがいえる．中性賂，の絶縁強度を1／1／百にすれば饗塵器の資材が節約でL　きる・なお中性黙に用いる避雷器は線路に用いるもの　　　（6’）（III）逡雷線を逼Cて大峰の頚電機　　　（丁V）設電機軍掲の場合イ・�Qよ　tr印加�R�S500Ω接地　　　イ　．�Pより印加�Q�R500Ω接他�R謂放　　大峰襲齢性ma放　　・、　　　　　　　　1　va商1‘Const同上0　　　　　　50　　Pt3波高値％10068．421．018．413．218．4第’2圖（一）ゾ　’周期μ8、‘、叉　　　　中性黙に避雷器を用い，中性黙の絶縁強度を1．11Viに低下するのは實用上差支えなぐ，値段の安い憂　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一・．v　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・　N、　　　　P．T．，　C．T．の二：次側の電位を測定した實験では・測定線の影ぎのために配電盤裏の實際の電位は測り得なかつたがかなり高い電塵が誘起する．　　　　　　t　［　　　C．T．の前より衡撃波を印加すると，C．T．によ、　　より動作責務は輕いものでよいパ　　以上人一△饗塵器と護電陛豪接績の場．合の實験結果を要約すうと　〆　　　　　　Cs＝O．　005　ltF　Re　’．ノ00ρ　　Re＝144　K9　　　　　　　　　　　＼O　　　　　　　50−　　．　　！00／ue3ロ．．�P麺1）�H　三相一』苫Fpカロ§1麟・紹96　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　言1．61＿　　　　　　　　　　　　　39・0い｜　　　　　　　　　　　　i．…一ユ・k！：2．1，i‘　　　　　　　　　　　　　　　1　’う．o−・’第2固（ホ）、　　　　一線より衝撃波が侵入した場合は，到來波々高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し値に耐え得るなら異常振動により破壊されることはない’　（2）　三相同時に衝撃波が侵入した際は，低塵側にかなり危瞼性があるが，動作時間に遅れのない避雷器を用　うるならば高墜側，低堅側共に充分康護できろ．避雷器t　が信用できなければr低塵側にSurge　absorberの必要　　　　　　　　を認める．Surge　abSOrberは静電的誘導を取除くに有敷　である．　，　（3）母線，稜電機の接績された憂塵器の低塵側のイ　ソピーダソXを500　9にて代表することは好ましくな　い．　　　　　　t）波頭部に振動を重璽して，　　　　　　次第に尖つた如き波形になる融1麗鑑三響の前でパ、1品｜・s　〔・v〕△一△8maE．ee，・x−　，lg・i35　　△麺器共｝。接績された128一　　齢（オシ・省略）li32］35i　・蜴合｛・△−A，人一ム・器17°響撒：：�f鰹：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝9　　　　　　るところはない．�Lより印加　‘；k　　　　「した齢�I�Rの波頭にC．T．，，�R謂放’　　　P．T．の影響で小さな振動が重　　　　　’n璽されることも前と同様で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　ある・．また避雷器を�Q，�O，　100．　　　�R，�Fなどに挿入して見たが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�d　　　　　　70KV側母線の長さが，70m程　　　　　　度に過ぎぬため・どこ）gue雷’　　　　　　器を挿入しても實際上大しk’．，　　　　　　攣化はない．C．T．の保護のた　　　　　　めにもC．T．の前に避雷器を　　　　　　挿入するのが至當である∴＾．’　　　　　　　〔V〕　蓬電線を通して大峰　　　　　　，の麹鹿デイ7．ev　　　　　　　　・＃28，＃29，＃96開放　’　　　　　　　　イ・�Qより衝撃波を印加　して�S�S500Ωにて接地，大峰襲電機の中性馳開放の場合・約15μS9）所に反射波あり，片道一7・5μSと　なり，大峰澄電線の長さが2123　mであるので　　　　　2123／7．5＝283（rpjμS）’がこの溌電線の博播速度になる．オシログラムより解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノづ♂通り相當急峻雄飯射が鋤，落雷の場合｝三は襲　電機は急峻な雷撃を受ることが豫想されるので，避　、る　　　　ド　雷器は優秀なものを使用し充分保護する必要がある．　　’　大峰護電機の中性鮎を接地しても線路のインピーダ・ソろに比し登電機のイソピ”一　Nンスが小なるために，’　中性鯛放の場合とほとんど憂化がない．�Qに模擬避　雷器を挿入すると反射波は相當少く・なるが，しかし護1，志津川震電所にて實施した衝撃波侵入時の電位振動に關する報告（過渡現象直覗装置による）木村・安藤・原（173）　17■　s’〆　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　●十，　’　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，ζ：．tJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　電嵐こは相當の電摩力：か入ると思われるので，避雷器∵一　は溌電線の片側のみでなく，爾端に遅れのkr　L優秀なで’i’ものを設置しなければなちぬ・鼻�d・〔VI〕’大麟電線のみの場合　　　　．；・∵：イ．�Sよ碑加�R�S500Ω接地にて溌酬のみi’：　　の場合は前と同じく約15μS毎に規則的な往復反射F、　　が認められろ．�Q�R�S三相一括印加の場合も．’一線よt／　　り印加した場合とほとんど同標である．（オシロ省略）∵一　〔V11〕稜電機鯛の場合（G＃3bき實施）；　　　イ．�Pより印加，�Q�S500Ω接地，�R開放　’、　・測定オツシログラムにおいて�Sの印加瞬時の立上り1’t　　は，測定線を長く張つたための影響である．すなわちド　　測定線のサージイソピーダソスが，褒電機のサージイ：，1、　ソピパダソスより高いために生じたもので，第’回のぽ錫罐篇慧謙覆塞三露あ麟ξ○「繊壊されろ危瞼性はない　　・t・・　・ri　　なおこの場fi，　c．T・・　P・CI）・の：：次側・界磁回8各たど　　　の電位振動を配電盤裏で測定した結果は，測定線の　　　長さが長いために絶封値は不確であるが，’相當高い電　t　’歴が生じていることが知られた．とくに界磁線輪回路　　　の�Oには約5％程度の電魔が出ており，全波電駆の　　’OO　kvが侵入したとすれば4．7　KVが補助回路｝こ出　　　ることになり危瞼である．尿磁回路がとくに大きいの　　　は登電機から配電盤に到る線が，11KV側蹟電線と併　　　行して配線されているためと思う．　　　　申性顯�R接地の場合は接地難からの負の反射波のた　　　め波形は積々抑えられるが大した褒化はない．　　’　ロ．�P�S�R三＊9−一括印加�R開放の場合・印加瞬時の　　　立上りは測定線のど一ジイソピーダソスが畿電機のサ　　”］一一ジインピ’ダソスより本なるた4i｝に生じたものであ・・r嵩ま�f當欝鰺；這欝圏　　　約35μS附近の39％、の振動は過セ麟象直嚇置のIs　　、内部イソピーダソスが大なるために生じたものであろ｛’と思わ旭．ヰ性黙�R（t・20・PtS・5tt近に47・4％の振動　　　を示し（おり危瞼であろ・　　　　’　　　　以上魏機鰯の場合の結果を綜合始と　　　（1）一線より衝撃波が侵入した時は到來波々高値に　　耐え得るなら異常振動により破壊される危瞼性はない・　　　（2）　三線同時に衝撃波が侵入した時に屯性黙開放な　　らば中性慧は危瞼である．　　・t（3）灘機舗測駒罐働：鐸入した場合は働　．回路に危瞼な謬が誘起さ）｝・Lろ・とくに界磁線輪端子に、　て高く，これは界磁線輪から配電盤に到る導艘が高厭側　　蹟電線と平行している部分が長いためと思われる．當のぷ酬定。謙齢。，繍く霞黙糠欝�f�f來⌒　　　に耐え得るなら異常振動により破壊される危瞼性はな．　　　しし　　　　（2）三相同時に衡撃波が侵入した場合は，高1壁側，　　　低塵側共にかなり高い振動を生じ危瞼性が多い．1こ�nぎ：∵�hで�a1’一：�c一髄1：響響鞭；欝糟≡謬’f8　（174）、　　　　　　・　　　　’　　　　　　　　NNt．．　　　、　　’　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　プも　　　　　　、「’　　一　　’　　　”　　　　　　　　〆r　　，（3）醐蒋問嘩れのない優秀なue雷器をM　5るな　　らぽ，高堅側，低厭側共に充分保護弍きるが，避声器　ノ　　が信用できなければ，低厭側にSurge　abSOrberの必　　要を認める・Surge　absordgrは高屋側の保護にはな　　らないが，低塵側の瀞電的誘導を取除くのには敷果が　・ある．　　Vi　　　　　　　　　　　　　　　・　　　（4）母線，護電機の接績された饗塵器の低塵側のイ　　ンピーダソスは約60Ω程度にて，衝撃試験の際に低．　　厭側を500Ωにて代表することは誤差があろ．　　　（5）1人一△鰻厭器では申性即遷雷器を用いて，　　中性鼎の絶縁レベルを1／1／5・に低下しても實用上差　　・　　支えなく値段の宏し饗塵器を作り得ろ．　　　（6）C．T．，　P．T；’の二次側の電位を配電盤裏で測定　　した實鯵では，實際の電位を測定することはできなか　　纏�f籔罐霧嘉ζ諮竃り顧　　に接地をとろ必要がある・　　　（7）C．T．の前から衝墜波を印加すると，C・T．によ　　i）va．　de部分に小さな振動を重璽して難器前で幾分電　　位が上昇すろ傾向にあろ．しかしながらこれは大した　　愛化なく，測定誤差内に蔽われろ程度のものであろ．　　　‘なお，志津川登電所の如くC．T．と憂堅器問の距離　　の短いものではどこに避雷器を入れてもほとんど憂化　　がなく侵入波はまつ0．T．に突入すうから，避雷器　　はC．T．の前に取付けるのが至當であろと思う．　　〔11〕大峰溌電線について．　　　（1）急峻な往復反射が蹄つて來るところより考え，　　　　，　　護電機は相當急峻な衝撃波がかNろことが解ろ．この’　　保護のためには澄電線の一方のみでなく爾端に優秀な　　避雷器を挿入する必要がある．　　　（2）稜電機の中性鮎を接地しても解放にしても大な　　え警；ヒ欝巖阜獅拾　　　（1）一線より衝撃波カミ侵入した場合は到來波々高値　　購得るな繊常蜘こよ噸される危螂　　　（2）三相同時に衝撃波が侵入し，申性錨開放の場合　　〕こは，’中性当は危瞼であろ．　　　（3）護電機高睡側よ夕衝撃波が侵入した場合は，補　　助回路に危瞼な電堅を生ずる・どくに界磁線輪端子は、　　危瞼で，これは界磁線輪より配電盤に到る導慌が高塵　　側韻電線と併行していろためであると思われろ．　　以上の結果から本測定により，既設の襲電所全膿とし　’　；（，各機器軍瑞では見出せない結果を得ることができて　大なる敷果�a牧め得たことと思考する次第である．　　なお，本測定に當り多大の御便宜を賜つた日護近畿支霧羅霧覆鎌灘蝶灘ll瓢鷲治川臓鵬蹴綱こ酬る竺菱電ee・VOL，22．　No，6・1948、ezノ／‘6λ云1ご∴汚�k�n　⊃一郡1　　　K　　　　　　　　　　　　　　　　N兵　．三�dY．　　　ア’宇’「・［　c、1亀こ�j∵∵s●銀一テ●ル　・ル抵　　　　”t抗　髄　の1−・J試　作　研　究λ　二の報告は，電氣計器の目盛に劃する温度補從用直列抵読題としてのテルル85％，銀15％　より成る舎金に闘し，原料テルルの虚理，抵抗髄製作の方法および試作品の　試騨成績などについての研魂経過を述べたものてある．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト硫究9M一菅　野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼’1．緒言　　　電氣計器の目盛に封する温度補償あ一方法として，抵抗　　　の�`度係敷が負であ’り，しかも抵抗一温度特性がなゑべ　　　く直線的な抵抗膿を利用することが考えられ，實際にも．　　炭素，或る種のカーバイドおよび金麗酸化物などがその　　　日的に試作されていた・本文に説明する銀Lテルル抵抗　　　髄は，テルルの抵抗一温度係敷が著るしい負の値をもつ　　’ことを利用し，さらにその特性を改善するためにこれに　　　銀15％を合金せしめたものであつて，これにつyての研　　　究はすで1ご文献�@にもみえているのであるが，本邦にお　　　いては全く普及されておらなかつたものである．したが　　　つて國産の材料を用いてつく．られたこの種の抵抗豊につ　　　いては種々の悪から考察を加える必要があるわけであつ1／t　　“（，これに關し，常所において實験研究して得られた結　　　果の概略をここに報告して御参考に供する弐第である．ヘ　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　2．原料テルJLの虚理　　・　　，　　　　一　　　原料テルルは三菱鑛業株式會杜大阪製煉所において，銅　　　製煉の際の副琵物として得られるセレンからさらに分離　　　採取されたものであつて，その純度は大騰次の分析結果　　　から知られる通りである・＼　　　　　C．w　　　Fe　　S　　S。　　St　　Te　　　　　、、1．0　　痕跡　0．1　1・0　0・1　残鹸（％）　　　　しかし，この原料をそのまま用いて衣節に述ぺるよ5　　　な方法によつてづくられた抵抗儂の抵抗一温度係敷は甚　　　ナど小さく，その比抵抗もまた低い．二，三の豫備實験結果　　　からの考察によれば，上の分析結果におけるテルルは全　　　部が全部軍豊として存在するものではなく・一部は一酸　　　化テルル（T・　0）および⇒酸化テルル（T・　OL））の形に　　，　なつていk，これらが抵抗彊の性質を悪ぐしているもの’　　のようである．したがつてこれらの酸化テルルを除く庭　　　理を施さなければならないが，それは次の如き方法にょ　　　つた．　　　　Zl熔融鯉原料テルルをmzaに入り・その蹴　　　　　　　　　L　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　正　雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、勲（約452°C）より充分に高い温度まで加熱する時生ずるデルル蒸氣を再結晶させれば，相當純度の改善された　　’テルル結晶が得られるが，これを用いてつくつた抵抗盟　　　　　　　　　　　　　　もの性質は良好であつて，文献（1）に示されたものと犬’差はない程度である・　一方，翔塙肉においてはその底部に少量の1’・仇が沈　　　　　　　　　　　　　　　　　へ澱しパ　その上に熔融テルルが浮いている状態となる．このT，02　Ct原料中に初めから存在したものと，加熱に　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　らロよつて原料中のTeOが分解し　　　　　　　l　　　　　　TeO→Te十　TeO2、一　　　　　　　’tマ4　　　　　　　　第　・1・　圖の如くに饗化して生じたものとであろう．このよ5にし　”；1て柑塙内で得られるテルルには，不揮獲性不純物は元の原料よりもかえつてその割合が多くなつているにもかか・わらず，それを用いてつくつた抵抗彊の性質は，再結晶テルルからつくられたものとくらべてほとんど憂りがない．このことは第4節において説明する實験によつてさ　　、らに確められる．なお，前言巴種類のテルルについてあ分椎課は　　、　昭・eO2の瞼出dl，’それをNH4Clと共に加熱する時、’・それらの混合物は最初は黄色，後に燈色となる反膿によ〆　　　　　　　iつた．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　　　　　　1　　　　　・　　『「　　　　、　’（175）iP、’、！�k、　　「1’　｛1’　f　　　　　　J　　、1　、　　　’　　　　　　　く・1　、　　　IC，，　　Pe・　　S　’再結晶物　一　渡跡　　0．07・残留物2．24　0．60　0．53　　となつている’・iバノ　2．2　濃硫酸虚理iJ．lJ　　　　、Se　　Si−　　0．110．61　　0．81t1Te残鯨〔％〕残鯨〔％）　　　　　　　　　　　原料テルルを粉末として）11zaに入、　　これに濃硫酸を注ぎ徐々に加熱する時は，1’eOL）は　・溶解し，T・，Oおよび処は次式に示す反礁により赤色乃　・至赤紫色のTeSO：sとなる．　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　’　　　　、、　　．、　　’　�cづ耶OF2’・8α＋H・o’　　　2TeO十3H2SO4＝Te80［s十丁，（SO4）：十3H，，O　　l　次にこのもの↓こ多量の水を注げば烈しく襲熱しながら次　式1　：．，kりテルルの黒色沈澱が得られる．これを充分に水　’t　2TeSO，s＋3π20＝27，＋H’flTeOs＋2H28ai　t　洗して後乾燥する．このようにして得られたテルルを用　’9　　抵β　　坑．6−↑4　　　20　40　　20　　、0’　　20　　40　　60　　−80℃9／90第2’　　　ao温度圓・　　抵．　　抗　　　↑／6・5　　　　1e．O　　　、　　　　　　　　▲tt　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー電流　　　　　し　　パ　、∵　ン　　　’第　3　圖　ア　　ロ　　う”いてつくつた抵抗彊の性質噸融歳理の方法によつて得lX．，られたもの，2z同様良好である．　　’なお，加熱の際，熱し過ぎる時は1’・，SO：sはSO，・を護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　ーして無色の硫酸翻こ蔓ずるから，加熱はSOL）を登牛し・．な曜度1こ　lhめておくべぎであろ・　：こめよ5な漉硫酸魔理法｝三よれぽ原料テルル中の不純ミ　物の一つであるC’zも相常に溶解し去られるので，熔融　　魔理法よりも優れているものと考えられる．　J3．抵抗髄の製作とその電氣的性質�`　’1一一1’　　　　　　　　　：’＼周囲温度0℃0051．01．52．02．53．Om抵抗膿の試作は次に述べるよ5な方法によつた．　まず，前節で説明した方法で庭理されたテルルを徹粉2q（176）�l∵・バ・∵：’．t・∴∴∵澤：誉・］11‘ジ�n∵．”t’蟄　　　　　�`　　　　　　　　　　　・　　　／，　　’　　　tt　　　　’一　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t　　　　・．末としてそれに銀粉15％（重量）を混入し，堀塙丙でよ　　く撹拝しながら熔融する，この熔融物を冷却した後琳・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　て再び微粉末とし，これを丙樫2〜5mm，長さ10　em　程度の底のあるガラス管に入れて充分に厭し固める．次　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　・IC，こe）ものを適當に加熱して管丙の合金粉末を充分よく　熔かし，後冷却してこれを凝固させる．しかる後，ガラ　　る管を壊して内部の抵抗儂を取り出し，適當の長さに切　、　　t　断し，一その爾端に銅鍍金を施し，さらにその上に牛田蠣　を被せてそこに導線を牛田菅けする．また抵抗彊の全表　面には適當な塗料を塗りつけ，最後にこれを恒温槽で　120°C附近に15〜20時間保ち，後徐冷して使用に供す　る．その二，三の例を第1価の鴛眞に示す・　　このようにしてつくられた抵抗禮のtk｛lk抗値は20°C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　，1こおいて0．7〜1．0ρcmとなつており，またその抵抗　一温度特性ぱ第2圖に示す如くであつて，その直線性は　かなり良好であり，20°Cにおける温度係敷は大隆一1・5　％ノ゜Cとなつている．（圃には便宜上20°Cにおける抵抗　値が49であるよぢに書いてある．）　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　また，一定温度において測定電流を饗化した場合，そ　の抵抗値の饗化は第3圏に示す如くであつて，o．5、2．O　mA（電流密度0・08rwO・3　mAtipm’2）　では略々一定と考　えて差支えない．　　　　　　　　　　　　　’．’　　また，この種の抵抗膿の銅に封する熱起電力の測定結　果は略々0，，3　mVノ゜C　となつている．（ただし冷接慧は　0°C，高温接澱は100°C／としてある．）　抵　抗　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　一→温度　　　　　　　　　第　　4　　囲4．不純物としての銅およびセレンの影響　「製煉所において原料テルルをつくる経路からわかるように1その中の不純物として最も問題となるのは銅とセVソと’ある．しかして試作の初において未魔理の原料を用いてつくつた抵抗膿の性質の不良であつた原因が，或いはこれらの不純物の存在のためではないかとの疑も持たれたのでそれらの影響を調べてみるために次の實験を行つてみたのである．　　　　，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　まず第2節において読明した熔融魔理の方法で得られた世渦丙残留テルルに，順次，銅を夫々，1，3，5％だけ除分に加えたものの85％と銀15％とから成る抵抗　　　　　　、　　　　　　　　　三菱電機・VOL．22，］No．6・1948　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　s、、af’＝t：で二＼＼、’．：’烏　　　　　・s’「　　　鵠をつくり，これに前に述べたと同様の熱虚理を施して　　　その比抵肪および抵抗の温度係敦を測定1．た．その結果　　　は第4圏および第5rに読す通りてあるが，これから判　　　断すれば，原料中に銅が1〜2％程度含まれていても，　　　それに第元節において述べたような庵理を施しさえすれ　　　　　　　z　　　ぼ，それからつくられた銀一テノしル抵抗酷，の性質は大し　　　て悪くなることはないものと考えられる．　　　　次にセレンについて，釦1の場合と同様の考えの’ドに實　　　験を行つてみた一tその結果は第6薗および第7圃に示す　　　通りであつて，これから，原料中に2へ3％のセレソが　　・含まれていても，それに第2節において述べた庭理を施　　　しさえすれば，それから作られた銀一テルル抵抗鵠の性　　’質には著るしい憂化はないものと考えられる．．f　　　　　　　　　　　　　　、　　　’5．端子の問題　　　抵抗膿の端子としては，第3節において辿べたように，　　　まずその函端に銅鍍金を施し，その上に導線を竿田着け　　　しているが，鍍金不良のものでは，温度の昇降に樹じ第　　ぐ　　　　　　　ク　　　8圖に示すような（tジグザグ，，状の抵抗値攣化が必ず　　　見受けられる．この現象は端子を鍍金によらずに，阜に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　導線を抵抗股に強く捲きつけた程度の場合にも見受けら　　　れるものであつて，このことは純テルル抵抗禮につきすきq比1｛t　　　　　　　　　　・　　　　　　1　　、　　一　Cu．％　　　　　　　　　第　　5　　圏　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ　でに文猷（2｝にも示されているところであるが，そこで　は，この現象の原因は抵抗儂の内部に割目が入るためだ　’と言つている．しかしまた一一方では，それならばテルルに　銅などの金麗を不綻物として含まge一た場合，このような　現象は相嵩に輕減される筈であると考えられるのに少し　・もそのようなことが認められたいとも述べている．じかw”してその場合の端子は抵抗禮の爾端に鍋線を熔かしこん　でつくらオしてあるので，それは機械Wには相當強固にとF、りつけられてあるとはいえ，電氣的接角蜀は充分良妊となつてぽかど抽賊わしい・兜鍍勧良好な酬・・　抵抗胱と鍍5Enjとの間には導電性の良い黒紫色の中聞層　ができていて，これが函者の電氣的接潤を良好たらしめ　てL；ることが認あられるのであつて，以上φ事實から，　抵抗値の‘‘ジグザグ，，駄愛化は，抵抗識こ生ずる割目　銀rテルル抵抗鎧の試作研究・菅野〆／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「ざ　．『｛Tt＼監；三　∴い・∵”、’ぎ：噛．な、∵．�`イ：ジンvrr：：’：k　　　　　　　　　　　　’．　　　　　　　、　　＼し　　・一　，　　�`　　　　　　　　　　▲　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　トのせいではなく，，抵抗慌と導線との電氣的接鯛の不充分なことから起るものと考えられるのでむる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．テルルと銀との混合比を愛化した場その抵抗．　　−iB度特性　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　�Qデルルと銀との合比を85％と15％とに定めたのは文献1）にょつたもので1，るが，實際製作の際には，この　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼混合此は多少獲化するてあろ5から，もしこの僅かな憂・イtklこ封しても抵抗特性が著るしく褒るということがあれば，性質め揃つた抵抗艦を教多くつくることに困難を生’ずるわけである．それで銀をテルルに尚しそれぞ2，tIQ，　’Q響　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t　　　　　　　　　　　　　　一べ　1支　　　　、｛　　　　　　　　第　6　圖　・　　、　’バ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→Se％　　　　　　　　　第　　7　　圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　t、竃・↑t�s己−　　8　　7‘　一’t　S　　　　　　　　　　　　　　　　一ひ温度　　　　二　　　　　　　　　　第　’8　　圖，　　．　　’t・1・2，・4，．16，・8；・・％混合、�E釦5％混。の齢毒1i　と同檬の庭理を施してつくられた抵抗騰についてその抵’　抗一温度特性を調べてみた．そめ結果は・9圃に示す如’tくであり・またそれら眺抵抗はいつオ・も大Mft・°・7・‘・1’・°∴L　S2　cm程度である．これらを銀15％の場合の曲線と些、，　較してみろ時，多少混合の割合が蔓化しても抵抗一温度　特性｝モは著るしい影響はないものと考えられる．　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（177）21旬ぽ”▽バ　”ヂ〃�d　ど十　　　ド’　　　　一二7「’・：〈Jf．t‘’；　1’C−N’i、　「；t’　　tt1ゴ　　　　1　「、　　”多’ぶ抵，3，　　抗2．　　1／　　　b〃　　　　　　　　　　　　＼＿／t・．〃宏30　　　　　　磁｝　　　　　　50　　　　　　60　　　　　　7（］　　　　　　菖o　　’c　　　　　　　　　一温度　　、第　　9　　圖放置したもの敷個についてそれを調ぺてみたところ，’．れらの抵抗値の憂化は室温において±敷％以内にあり，また抵抗一温度係敷は第10陶に示した一例にみる如く僅かに饗化しているよ5である．8．・結　　言　　，　　　　　・　L．を倉’＼’b7．経、年愛化’　　　ζの種の抵抗髄を實際使用するに當つては，その純年「�dTr　　饗化が相當問題となるので，抵抗膿の製作後凡そ3年間　　”　　Q＼羅　　　1’　　　　　　　　　　第　　10　園∫以上1鐡時中・航技協會第9部會・第◆13分科會第6興における研究課題の一つとして筆者の行つた試験研究の経過を述べたものであつて，繊後は研究を中絶’してい　・る．しかしてこの種の抵抗禮が實用化されるまでにはさらに機討さるべき事項が少くないのであ1るが，たまたま今瀧金麗學會において中間報告的な登表を行つたのでそれを記録にのこす意味でここに報告したものである．、ついてはこの機會に，種々御助言を與えられた伺班の方　　二々にここで厚く御禮を遠べる次第である，　　　　　　　　　’　なお，この研究に關して御指導を賜わつた當研究所の大野課長ならびに測定について御協力願つた伊丹製作所’の新井，小川函技師に感謝の意を表したい：　　　　　　　文　　　　献（1）　H．T．　Faus：E，E．，56，1128（1937，．（2）　C．H．　Cartwright　and　M．　Haberfeid−Schwarz：　　Proc．　Roy．　Soc．，　A，理，648（1935）．下【　　tt　　　L’；・　k”新製品紹介■■■■■■■■i■■■■■i■■■■■■■■叫MH型高速度過電流纏電器★水銀整流器の格子制御同路などに　ぜひ本器をお備え下さV・．過電流や短絡電流をす．瞬時に遮P折致しま動　作　時　間　　　5／1，000秒　　‘　　　　　　（死時間3．5／1，000秒）接鮎間1．走行時間、・　1．5／1，000秒復蹄装置によつて　一、　　’　　　　　　　　　　ち　MH−一．M型（電磁復蹄）　　　　　　　　　　　　　があります．　MH・−L型（手動復露）　　　　1＿　　　　　　〆滑磁糠輪O　　タツプ板匡○、e三菱電機・voL，・22．　N・，・6’・1948●↓の、22（178）＼∫　「”s”　−t’　“　二百　　　lt．　　　　　　　　rご　・◎ぞ・一ジジ；∵∵ご∵　　xcwT↓　　　●・‘，〉　　・：，％，♪、」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉8　　　　　　　　　　　　　　’　　　　さ柱　上　愛　塵　器　・焼　損　防　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・穿最近當枇で兜成した程上墾遷器焼損防止器は從來のこの種製品に比較してその特性に種々の特識を有するもので，過負荷による墾歴器の境損を防正すると共に，劃堅器の種々の負荷厭態t　reCZその全聾を畔轍醜肌得紬のてある・殺は難器謝賜止器とyzの具備すべを諸條k，および諸特性について逮べ，つぎに實際に製作したものの構造，舗作，特性，ならびに試騨成績などについて遮べたものである’　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　ξ　．　　　　　　　：l　rnv戸製作所　藤．1井1．緒官この装置は柱上鍵塵器が過負荷により焼損することを防止する目的に使用されるもので，近年各製造家において種々の型式のものが製作され，すでにある範園實用に供・せられて居るが，これ等のものの多くは油温のみを基準として動作するもめで，例えば油温が75°Cになると，櫟の一次例を自動力に遮断し，油温が65°C迄降下すると，自動約に再閉路するものである．　しかし誕　　垂損防止器本來の目的は，饗堅器内部の最高温度を制限することによつて墾堅器線輪め焼損を防止することに在るべきで，常に油温のみを基準とするようなものでは，とくに著るしい過負荷の範園において，tその目的を達成し得ない場合が多い．　　　’　　　　、　何故な1しば，著るしい過負荷の場合，線輪温度は急激　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へらに上昇するが，油温の上昇は相當の時聞k勺遅れがあるため，油温が75°C迄上昇する場合，線輪温度はその許容最高温度を突破して意外の高温度となる虞れが多分にあるからである．このことは他画において，とくに油温カミ低い場合，相當の長時間，過大の尖項負荷を許容することを意昧して居るのである．　　　　　　　　　’　倫10　KVA程度の鍵樫≡器において，、周園渡｛度35°Cの時，油の最終温度が75°C内外となるのは90％の負荷状態であるものもあるから，憂匪器の使用限度を75°Cで制限することは，攣塵器をその全容量以下に制限することとなり，鍵塵器容量を有敷に使川することができな’い§睾である．　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　‘この様な見地から考えて，油温のみを基準とする保護方式は合理的な手段でないことが明白である．　　　　，　今回常砿で完成した焼損防jl器は，從來のこの種装置の上述の敏鮎を改善しs’後述るすように，、その動作特性に墾製塗器の油温，およびその負荷状態の二つの要素を導止器　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　重　　夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　””i　　　　　　　　　、入したもので，常に饗塵器線輪の許容最高温度を基準として動作するように設計せられたものである．2．饗璽器焼損防止器とし’t；の具備すべき條ttl饗壁器焼損防止器の具備すべき條件としては爽の諸顯が’　　　　　　　　　　　　墾げられる．　　，　　　　　　　　t　　　　　　　’　　　　・・’　1．小型蛭量で安慣であること．　2・充分な絶縁抵抗，および絶縁耐力を有することこ　3．高温または低温において破損し，或いは狂いを生　　　じないことr4，5．5．7，8．　9．過大の尖項負荷の場合は線輪がその許容最高温度・’1　　　に達するのを待たずに，その尖頭度に懸じて速力｝　　　に遮劃すること．　　　　　　　　　　　　一つぎに上記條件中（8！（9）を浦足させるため』こ如何なる特性を持たせるべきかについて述べてみたい．3．饗歴器焼損防止器としての具備すべき、特性’　．fi’lr・）・・1・じ；・c．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：動作が確實で壽命の長いこと，　　　　　　　一，’，　rJu　jt接慕は速断速閉であつて衝撃により誤動作しない　　パこと・　　　　　　　　　　　　　　　　　ご，接鮎は廣用回路において全負荷電流の3倍を1500　＿」tするものであること．　　　　　　　　　　・∴，、、t　，　　　1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叉〆∀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビー》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾ζ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t，L鍵堅器内部の温度は常にそQ線輪において最高であつて�j・’1“’周園温度・35°Cの場合65°Cの温度上昇を許すとしてtt，、　1．　1撒の許容鯖温蹴1・0°Cである・　　　　　・：》したがつて鞭器蜘畦る鏑雌におし’ても鵡∵ス輪がこの許容最高源度を超過しないよ弓に保護すべきで　　｛あると思われる．　　＿　　’　　　t　なおまた鍵壁器に封する過大の尖頭負荷の場合は，線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　‘、ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（179）・23、”・　：L．一“．　　　　　　．，　　　　　　　　　ノ　l　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gL　　　　　・　　　　　　　　　°　　　　’　　　　　　　　　　　〆　　　騒策その許容最高盗度に達するを待たずに，その尖頭度1．に紅て速かに回註綱し常漢家に牡し培意を殿　　　るようにしたが良いと思わ札る．　　　　　，．　’　　　　第1圖は10KVA桂上褒嬢器に・おいて，周閨温度，　　　初期油温共に35℃め場合，各負荷状態における温度上．　　　昇特性の一例を示すもので，實線は縫麩器諒輪の温度上・　　昇を1賂線は油の温度上サトを示す．、C　第2圖（調園継35°（）e初期？罐65°Cの場合の同　　　様な温度上昇特性曲線を・六す・　　　　、二　i”　　L．この妨蟻嬢器において謝緬度をその許容最訓　　　度100つCに制限しようとする場合，例えば第1圃で寸、「t　，tf’，　N’温．↑1．＿1ω％」▲s、，，4　　　　一、，議，禦」　　噺一　一∫．14馴二：！Xa／5イ　！磁鬼　　　　’／1’−HCb）一「　　　　／、　一　’／／’／plw’C、　　！鰯7　度ぐc｝〃09◎　∂0　乃　70t　’一’’！．、／／　！　　F　　／　　　／！〆‘ll∠一　・！／1　周囲温度」プ¢初期油温3プcなる時　の変圧暑1の線輪及び　油の温度上昇特性曲　線　　　　o、：ぴFω　　功・　40〃“llり、／／／、　　ノ！　　彩グ甥　　　　　■05実線溌圧暴の線輪温度点線；変圧蕃油の温度1．O　　　l．5　　　2．0　　　2、5　　　3．）N　t’t　鼻　　　　　　時間憤）　　〆　　　　　　i∨　　　　　ト’、　　　　　第1圃　10KVA桂上墾蟹器温度特性　　’・200％過負荷の場合には，線輪温度が35。Cから100℃1∴ジ・に達するまでには1・14時間を要する課で，この時間内一”　・’　jに回路を遮断すれば遮勘時の線輪温度は1ρ0°C似下でらシ　　あること｝こなる．　　　　／　．　　，　　　　・　　　　　’1・　　この様にして種硫鯖幽する願遮幽間の關係，、　を求めると第鋼（x）・（Y）」（z）．・などの曲線鴻ら　　　　　　　　　　　　　　傷　　　れる．’、これ等め曲継い二・疽も鋼搬35力の場fiである　　　ヵミ3　曲線　（X）　｛ま初期↓jAma　350　C，　（｝ノ）　｛ま　65つU，　（Z）　こまピ　　　　　　　　　　　ネ　／　85°Cめ場合である．k／　　　したがつてこれ等特性は初期油温の上昇と共に（X）→　　　　　　　　　　　　　オ1　　（Y）→（Zゾと移行するものであることが解る．・　　　　このように塗墜器線輪の最高温度を100°Cに制限す．i　　　る場合，過負荷と遮猷時間との關係は（X）（Y）（Z）な　　　’，24て180）！∵、”・：／�fジ・ビ∨　�d∵ジ・ふ：「　’・・　’�d一べ　　　　’ト�d　　　　、・　　　　　‘　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　・　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　、　　　　、　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　どの曲線で治オ・る力鴻際問題として蝿大嫉頭負荷暢合には淑搬度�l…c｝・溺訪を徹ず　に1その尖頭度に態じて速かに回路を遮勘し，需要家に　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　注意を與え得ることが必要であつて，著る．しい過負荷の　範園では，’（X）（Y）（4）などで示される所要遮勘時間　以内に遮鰯するような特性を持たすよ．5にしたが良いと　思われろ・　　　　　　、　　本装置にこのような特性を持たせるならば，油渚1は　85°C迄許容することとたるが，線輪温度はその許容最　高温度100°C1を超過するよ，うなこと1ま無く，Jしかも著　　るしい過負荷の場合，．その程度に：蕉じて速かに回路を遮温度（℃）’0090807875i↑300弘・1706」605040／彦＼＼＼　190％　　　　　一毎協娩ム，　　　　．　　−　roラ／　　グの　　タ7．5℃／　　　　　　！粥　　∠1／｛／4＿／！！7／　　　　　ノさりち　　　／十／盈」∠二・〜∠　　／i，　　　　　／／　　！〆7°ひて＼／11＼二“一　一一，　−loO41；　te−o，∂時間周囲温度35’c初期油温65℃実線一変圧器の線輪温度点線一変圧器油の温度　w35　’　−O　　　　e，5、　　IOトマ　　　2．0　　2．5／．5時聞’偏｝f、ao　　第2圖　10KVA柱上墾歴器温度上昇特性．　　　　　　　　　　　　　　　，箇して需要家に注意を與えることができることとなる．4．本装置の構造，魁作）．1および性能　第4圖および第5圃C；　：の装置の構浩，ならびに外観を示し，第6圃はその内部結線を示す．　この装避の外形寸法は105×40　・　35で，20　KV　．X以下の桂上愛韮器のいつれにも適川できるものである．　　　　べ　この装置は第6固に示すよ5に，攣壁器一次側負荷電流により加熱せられるバイメタ，ル板，およびその愛歪に劫鋤・する小型醐醐器とが主軸・し・搬さオ・装置全禮を饗駆器油中に浸漬取付けるものである．　したがつて六イメタル板は油温，および憂塵器の負荷状態に相當する抵抗線の護熱量との二要素によつて動作　　　　　　　　　三菱電機・VOL，2a　No，6・1948ノ、1’1葱宅゜�i》；�i1づ・三ご二三でで・�nノするこどになる．　負荷電流によるバイメタル板の加熱作｝ticよこの装置の動作特性を左右するもので，諸種の實験結果を綜合して前述したところの本装置の具備すべき實際的所要特性を持たせるよ5に調整せられたものである．　速動開閉器の接鷲は特殊合金を使川し，常時3，300V，10KVA饗厭器の300％過負荷電流を迎績通電し，また瞬時短絡電流を通電して異状のない大きさと接鰯匪力とを保持し上詑蔓厭器の過負荷遮断電流，および閉路時過渡突入電流に封し充分の容量を持つものとしてある．　この閉路時過渡突入電流は屡々瞬時的には，全負荷電流の敷十程倍度にも達するものであるから，速動開閉器控隙まその遮断容量よりもむしろ投入容量において，充分の能力を持たせる必要がある．5、本装置の動作特性　この装置の動作特性は使用する麩壁器の特性に曄じていかようにも決めることができるが，一一一例としして土述の10KVA用のものにつきその特性を述べて見たい．　本装置を油槽中に浸漬レて種々の］山温とした場合，各過負荷電流に封する動作時閤の關係曲線を求めたものが　　　h　　　賀　250荷（％1”20◎ノ50弓6多　　0第3圏0．2　　0、4　　0．b　　O．δ　　f．e　　l．2　　1．4　　1．　b・　ta　　ZO　　　　　　漉断時間（時）pt10KVA柱上墾璽器用焼損防止器動作特性　　　　　　　　　　　　り第7声に示すもので，例えば岡中（a’曲線によれば，油温65°C一定の場合には，200％以下の過負荷では動作せぬことを示す’　しかし實際にこれを憂感器保護に使用する場合は，過負荷により油温は次第に上昇するから，もし油溜が77°C迄上昇したとすれば150％過負荷でも動作するこ≒が解る＿　第2園に明らかなよ5に150％負荷において油温が65°Cから77℃に上昇するに要する時間は0．8時間と求められ，かくして憂墜器の種々の使用継において，過負荷と本装置の動作時間との闘係を求めると第3圖中（Bl）（B．＿）（1ヲ：D曲線が得られる．　（B：」）曲線は初期油温85°Cの場合であつて，第7圃桂上簗塵器焼損防止器・藤井　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�_1（t’）曲線より明らかなよ「）に110％以上の過負荷におい　　」・cx・　i由灘8間二定であつて植ちに動作するので’司あるから，當然この場合（B”）特性と所要（Z）特性とは完全に一致することとなる．　　　　　　　　　　　一／1縫灘漂漂］≧�f留．3．1．ii（Z）で制限する湖度，L昇以下で本装置を動作させることを示し，憂壁器を安全に保護し得ることがわかる．　これを第1園第2圃において読明すれぼ，一例とし　　；て第2固において，150％負荷により油温が65°Cより77°C迄上昇してこの装置が助作するとし，この鰍をM　　l瓢とすると，これに樹懸する線輸温度はy瓢で示されるから，各負荷状態における遮國時線輪灘度は第1圓，第2圃中1聯泉Ca）によつて示される・　こオじによると低過負荷では100℃に接近し，高過負荷では比較的低温度で漣断することとなる．初期瀧｛が85・。と泌齢のこの曲線綱示してな　］デc⊃｛二；加熱抵杭線　　　＼端子土一一〒〒］接占　　　　1．＝〔＝f＝つ¢二＝＝二　／　＼　　　　　　　中間子軸　　可動培子スプリング　　　　　　1　　　　　　11　　　t　9．一⊥　バfメタル板nバー　調整ネジe・st・・−2se＋＼一叶一…−7L−一一ft一一T　　　　　　　　　　壌　　　　　　　　　　1・「・］t＝｛：⊃一第4圃　愛墜器焼損防止器組立圖・’ll1、∵‘．1、　］．言u21∴｛’1、1’｜いが，負荷の如何にかかはらず遮箇時の線輪温度は100°C一定の直穣となることは明瞭である．　つぎに本装置の自動復蹄温度｛ま調整ネヂによつていかようにも調整可能であるが・営硅の標準品は油温65°Cにおいて自動復蹄するよ5に調整せられているから，例　　，ll欝三17�f麟ぎご璽（お第2”　ewに］　これは饗塵器の遮断時油温が高い程長時間停電する傾向を有し，遮箇時油温が65°C以下の場合には比較的短　　．時間に再閉路し，適度の周期を以て回路を箇績して，需要家に注意を與えるような特性を有しているから，實用　　）上最も適當なものであると考えられる．s　以上論明したことを要約すれば’“1−r　一　t∨　　．　　　　一『　．　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（181）　　25　　　　　、ヨfl1IJ、1，’1憶Slt　　　　　　　　　　　　　　　　　＞懸�n丁六1三ごぎ煕ア宍三�i栗亮裡亘謬鰐丁・・ll翠三廷ご寧饗、笥。爾一N　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1，Lt4匡：ト・［『！Ilt｝1，ξ　第5圖　墾歴器境損防止器外形嘉眞（イ）本襲置は常に饗墜器線輪をその許容　最高温度を基準として保護するよ5に調　整されているものであること．（ロ）負荷状態の如何にかかわらず，鍵墜　器の全容量を最も有敷に使用可能とする　ものであること．（ハ）著るしい過負荷の場合には比蚊的速　かに回路を遮断すること．（二）　　　　　　　　　、◆賀荷（％）ー一’　遠温鋤1一今5、30045、、b’＿55250＼　＼　　＼（o65200一　＼、　　＼、、＿＿±＝7577150〃0・’一一一．85　　一●7　　ニー．一頁一一1000／2マー�d〕一一．＿一中」・一一一　　　　　　”m“＝〒〒亡ユ　　　　，］　　　　　　　　　杭接点、第6園　墾璽器焼損　　防止器結線圓臨麟線輪艦・その櫟醐度��を越…c　ととなり，しかも比較的低負荷の場合には遮箇時の線輪　　温度が低く，攣墜器になお充分の餓裕あるにかかわらずて　負荷を遮断することになり，本襲置と相反的な特性であ’，ドつて適當な保護方式でないことが明白であ絃．ド　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　ジ撒繍成績（1°KVA用に封�M’�`　この「e置に封する赴丙試験の結果を摘SUすればつぎのrCl　　　　自動復錨温度は65°Cに調整されていること．　（ホ）　遮断時油温が高い場合には長時間，低い万合に　　4ま比較的短時間停電するものであること．などである．　本装置の以ヒのよ5な特性に比較し油温のみを基準として動作するものにおいては，例えば油温75℃で制限・するものでは，遮断時線輪温度は第1圖第2圃ヰ（1｝）曲、線に示すようになり，初期油温35°Cおよび65。Cの場合，夫々170％および190％以上の過負荷の時は，麓とFりであろ・｝∴1・接噸鯛助お・び接搬抗Pl・as（182）1峰丁総．　　　動作時闇（A刀）第7固　10KVA柱上愛膣器用焼損防止器の油槽中動作特性　接鯛膣力　80〜100瓦．　接鴨抵抗　0．030．04　9．2・　　連績動イ乍試瞼．　3，300V，300％實負荷回路において　2000回の動作試験後もほとんど動　作に異状を認めず，接鴎抵抗が多少　増加する程度である．3．接顯の電流容量試験．　蓮績通電10Aにて異朕なし．　瞬時短絡電流250A，0．3秒に勤し　異欣なし．4・絶縁抵抗，および絶縁耐力．　　絶縁抵抗1，000Vメガーにて　　　極　　　　問　　100M．Q　　　導1豊ケース間　　　120λ犯　絶縁耐力　10，000V1分間異状なし．　5・　動作特性．これは前述した通りである．i以u“の如く良好な性能を有し，連績動作試験の結果は本装置が實用上，充分の諒命を有していることを示すものである．7，結言以上を要するに本装置はその特性，および性能において共に浦足すべきものであると考えられる．　しかし今後共さらに研究を重ねて特性の改善，壽命の延長などに努力し，一暦良心的な製品として市場に邊り度いと考えている三三菱電機・VOL，22、　No，6・1984　　　　　　　　’ヂ，　　　f　　　　　　・、吟，新製品紹介U型デアイオン交流氣中遮断器・仕様特微定　格　電　歴　，s　2，300・yll，500　Y定　格　電　流　　　　　，600〜2，QQO　A遮　断　容　量　　　　　　50〜　sooo　M　vA’・1．油および消弧瑚を全く使用しないから　保守が簡阜である．2．短電弧に分割し　圓運助をさせるため電弧時聞が短く　諮命が長い．　　　　＼3．顯橡が容易である・用　途　屋内用として工場麩電所その他開閉の頻難所な　　　　らびに防爆型として坑内用に採用され　ことにミル・　　　　モーターや電氣憶用の遮断器として適している．’1「三菱電機」VOL．22　　　　掲載内容NO．　　5「三菱電機」撒2Z内9ta定陰極鰍シシ゜グラ’に綴濤勧搬・・…・長沼meme用・・w嚇難一・・一一・一春次徽緑化合物の研究一一；一　一一一湶溜鋼型’Wジにつし”（…’…’”…堀田・誘導加熱の利用に就いて・・・・・・・・・・・・・・・…一・…上野鑛山用標準約多段タ’ピンボンプ・一・・・・・…一・原田161VK用V型碍子型遮断器・…・…・…・…五十嵐　’　　　　　　　　　　　　　　　樫本48−G型’ラジオ受信機・・・・・・・・・・・・……・・’・1　田　　　　　　　　　　　　　　　　開襲新製品絡介　5吋パーマネント・スピーカー　　「ダイヤトロン」6ZP1眞塞管誘導電動機の軸電流・・・・・・　・・…’・・・……・・片仙新製電氣騨噛流器・・一一・一一拙一新製品紹介一　　　　　　　　、「三　菱　電　機」VOL．22　NO．6昭和23年11月10日印刷『禁無断轄載』　昭和23年11月15日登行定債1部．金15圓（蓬料共）■編輯彙登行人印　　刷　　者印　刷　　所褒　　行　　所小　　　林　　　稻　　　城　東京都港匿麻布竹谷町一番地大＿　’橋　　松　　三　　郎　東京都港匿廓布竹谷町一番地博　文　’堂　印　刷　所　東京都千代田臣丸の内2TB2番亀三菱電機株式會肚丙　f三菱電機」編輯部　　　　　電話丸之内圃3344（6）　　　　　日本出版協自韻番號B213013、i�Rノ＿二，“一＼’”1ンL’木材の乾燥人絹・綿：紙・テックス・アスベスト板の乾燥繭の乾燥並殺踊電氣機器の捲線乾燥木材ベニヤ板の接着及乾燥’べ一クライト・セルロイドの成型ゴムの加硫Pt　tFnの冷凍乾燥（ペニシリンの乾燥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●金属の焼入・焼鈍　三、　　　　　　　　護電筏繍i精蹴、、＼1；Llぷ�d�m
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